
i.･･.

論

説

弁
護
士
過
疎

･
偏
在
の
解
消
と
そ
の
社
会
的
意
義

-

地
域
密
着
型
法
科
大
学
院
の
立
場
か
▲.
7

第 第 第 第 第 第 第 第
八 七 六 五 四 三 二 一

日

次

は
じ
め
に

法
科
大
学
院
発
足
四
年
目
の
課
題

弁
護
士
過
疎

･
偏
在

の
解
消
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
｡

弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
連
動
の
本
格
的
展
開
は
ど
う
し
た
ら
可
能
に
な
る
か

明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
司
法
改
革
に
対
す
る
国
の
ス
タ
ン
ス

弁
護
士
過
疎
解
消
の
困
難
性
と
や
-
甲
斐

地
域
密
着
型
法
科
大
学
院
の
可
能
性

終
わ
り
に

123

間

部

俊

明
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第

一

は
じ
め
に

去
る
七
月
七
日
､
本
学
二
四
号
館

l
階
に
て
恒
例
の
横
浜
弁
護
士
会
会
長
の
講
演
会
が
開
か
れ
た
｡
山
本

1
行
会
長
は
､
｢
二

一
世
紀

の
弁
護
士
｣
と
題
し
て
､
刑
事
司
法
改
革
に
関
わ

っ
た
体
験
を
切
-
口
と
す
る
約

一
時
間
の
講
演
を
さ
れ
た
｡
質
疑
の
時
間
に
入
-
､
参

加
者
か
ら
こ
れ
ま
で
に
な
-
熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
た
｡
た
-
さ
ん
の
質
問
者
の
言
葉
の
端
は
し
に
､
法
科
大
学
院
の
将
来
に
対
す
る
不

安
が
感
じ
ら
れ
た
｡
講
演
会
の
終
了
後
､
法
科
大
学
院
の
進
学
相
談
会
を
開
催
し
た
の
で
'
相
談
会
に
来
た
学
部
生
や
社
会
人
か
ら
の
質

問
も
混
じ

っ
て
は
い
た
と
思
わ
れ
る
が
､
発
足
後
四
年
に
し
て
､
法
科
大
学
院
の
学
生
や
受
験
生
は
厳
し
い
現
実
に
少
な
-
な
い
た
じ
ろ

ぎ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
｡
こ
の
制
度
が
始
ま

っ
た
と
き
の

1
期
生
の
ま
な
ざ
し
と
は
明
ら
か
に
違
う
｡
司
法
改
革
の
行
方
と
法
科
大
学

院
制
度
の
将
来
に
危
悦
を
持
ち
な
が
ら
も
､
あ
え
て
実
務
家
教
員
と
な

っ
た
者
と
し
て
'
彼
ら
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
た
ら
よ
い
の

か
｡
山
本
会
長
と
参
加
者
の
や
-
と
-
を
聞
き
な
が
ら
､
重
い
気
持
ち
で
自
問
し
て
い
た
｡
明
快
で
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
､
そ
れ
な

-
の
答
を
出
そ
う
と
試
み
た
の
が
本
稿
で
あ
る
｡

私
は
､
法
科
大
学
院
の
専
任
教
員
を
し
な
が
ら
､
日
弁
連
で
裁
判
官
制
度
改
革

･
地
域
司
法
計
画
推
進
本
部
の
副
本
部
長
を
し
て
お

-
､
地
域
司
法
計
画
部
会
に
所
属
し
て
い
る
｡
ま
た
､
日
弁
連
司
法
改
革
実
施
対
策
会
議
､
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
の
た
め
の
役
割
分

担
ワ
ー
キ
ン
グ

･
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
｡
そ
の
立
場
か
ら
､
今
､
弁
護
士
､
弁
護
士
会
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
､
地
域
密
着
型
法
科
大
学
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
｡

(124)
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弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

第

二

法
科
大
学
院
発
足
四
年
目
の
課
題

一

過
性
試
験

二
〇
〇
三
年

(平
成

一
五
年
)
に
始
ま
っ
た
適
性
試
験
の
受
験
者
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
試
験
で
見
て
も
､
日
弁
連
法
務

研
究
財
団
の
試
験
で
見
て
も
翌
年
大
幅
に
落
ち
込
み
､
二
〇
〇
五
年

(平
成

一
七
年
)
か
ら
は
緩
や
か
な
減
少
を
続
け
て
い
る
｡
日
弁
連

法
務
研
究
財
団
の
試
験
は
､
二
〇
〇
六
年

(平
成

7
八
年
)
に
若
干
増
加
し
て
い
る
が
､
翌
年
に
減
少
し
て
い
る
｡
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
た
適
性
試
験
の
受
験
者
の
中
に
理
系
出
身
者
が
占
め
る
割
合
を
み
る
と

一
年
目
の

1
〇

二

%
を
頂
点
に
､
二
年
目
以
降
九

･

九
%
'
七

･
九
%
､
七

･
四
%
､
七

二
二
%
と
減
少
し
て
い
る
｡
法
学
部
以
外
の
文
化
系
出
身
者
も

一
年
目
の
二
九

･
四
%
を
頂
点
に
､

二
八

二

%
､
二
四

･
六
%
､
二
四

･
〇
%
､
二
三

二
ハ
%
と
減
少
し
て
い
る
｡
反
対
に
法
学
部
出
身
者
は

一
年
目
五
八

･
三
%
で
あ

っ

た
が

､
二
年
目
以
降
､
六
二

一
%
､
六
七

･
四
%
､
六
八

･
五
%
､
六
八

･
九
%
と
増
加
し
て
い
る

(資
料
-
参
照
)｡
日
弁
連
で
も

ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

(資
料
2
)0

年
齢
別
統
計
は
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
の
適
性
試
験
の
デ
ー
タ
し
か
な
い
が
､
そ
れ
に
よ
る
と
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
の
受
験
者
の

割
合
は
平
成

l
五
年
度
四

1

三
%
で
あ

っ
た
｡
そ
の
後
'
五
〇

･
七
%
､
五
四

･
八
%
､
五
四

･
九
%
､
五
六

･
二
%
と

〓
具
し
て
増

加
し
､
二
五
歳
以
上
の
受
験
者
の
割
合
は
減
少
を
続
け
て
い
る

(資
料
2
参
照
)｡

二

法
科
大
学
院
の
入
試

文
部
科
学
省
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
､
法
科
大
学
院
入
試
の
志
願
者
数
は
､
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
が
七
万
二
八
〇
〇
人
で

512

あ
っ
た
が
､
翌
二
〇
〇
五
年

(平
成

l
七
年
)
に
四
万

1
七
五
六
人
に
大
き
-
減
少

(前
年
比
五
七

･
四
%
)
し
た
｡
二
〇
〇
六
年

(平
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成

1
八
年
)
に
四
万
三
四

1
人
に
微
減
し
た
後
､
二
〇
〇
七
年

(平
成

l
九
年
)
に
は
四
万
五
二
〇
七
人
に
増
加
し
て
い
る

(
〓

1%
増

資
料
4
参
照
)｡
こ
れ
は
､
旧
試
験
の
合
格
枠
が
減
少
し
た
こ
と
で
､
旧
試
験
組
が
法
科
大
学
院
に
シ
フ
ー
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

合
格
し
て
､
実
際
に
入
学
し
た
数
は
､
二
〇
〇
四
年

(平
成

l
六
年
)
五
七
六
七
人
だ
っ
た
｡
二
〇
〇
五
年

(平
成

1
七
年
)
に
五
五
四

四
人
に
減
少
し
た
が
､
二
〇
〇
六
年

(平
成

一
八
年
)
五
七
八
四
人
と
増
加
し
､

一
九
年
に
は
五
七

二
二
人
に
減
少
し
て
い
る
｡
こ
れ

は
､
大
学
側
が
合
格
者
を
絞
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
｡

社
会
人
経
験
者
の
割
合
は
､
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
四
八

･
四
%
を
頂
点
に
し
て
三
七

･
七
%
､
三
三

二
二
%
､

三
二
二

%

と

三
月
し
て
減
少
し
て
い
る
｡
法
学
部
以
外
の
出
身
者
の
割
合
も
三
四

･
五
%
､
二
九

･
九
%
､
二
八

二
二
%
､
二
六

一
%
と
減
少
し

て
い
る
｡
反
対
に
､
法
学
部
出
身
者
が

l
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
｡
二
〇
〇
七
年

(平
成

-
九
年
)
に
は
法
科
大
学
院
入
学
者
の
七
三

九
%
が
法
学
部
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る

(資
料
4
参
照
)｡

三

神
奈
川
大
学
法
科
大
学
院
の
入
試
に
見
る
傾
向

本
学
の
入
学
者
に
占
め
る
社
会
人
経
験
者
の
割
合
は
､
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
四
四

･
〇
%
で
あ
っ
た
が
､
二
年
冒
以
降
､
三

六

二
%
､
四
二

･
六
%
､
二
六

･
五
%
と
推
移
し
て
い
る
｡
三
年
目
に
増
加
し
た
点
は
､
全
国
の
動
向
と
違
っ
て
い
る
が
､
四
年
目
に

二
六
%
台
に
下
が
っ
た
点
は
全
国
平
均
と
同
じ
で
あ
る
｡
他
学
部
出
身
者
の
割
合
は
､
四
八

･
〇
%
､
四
四

･
七
%
､
四
四

･
七
%
､
三

二

･
七
%
と
推
移
し
て
い
る
｡
本
学
は
､
全
国
平
均
よ
-
も
他
学
部
出
身
者
の
割
合
が
高
い
が
､
そ
れ
で
も
'
四
年
目
の
今
年
､
大
き
-

減
少
し
て
い
る

(資
料
5
)
0
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弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

四

審
議
会
意
見
書
は
､
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

っ
た
人
材
が
法
曹
に
な

っ
て
い
-
こ
と
を
理
想
と
し
て
､
法
科
大
学
院
を

構
想
し
た
｡
そ
こ
で
は
､
他
学
部
出
身
者
や
社
会
人
経
験
者
が
多
数
入
学
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
｡
と
こ
ろ
が
､
四
年
間
の
デ
ー
タ
を
検

討
す
る
と
､
他
学
部
出
身
者
や
社
会
人
経
験
者
の
割
合
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
-
'
法
学
部
出
身
者
が
増
え
て
い
る
｡
し
か
も
卒
業
し
て

間
も
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
｡

ち
な
み
に
､
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
は
入
学
者
の
年
齢
別
の
数
値
が
な
い
｡
分
析
の
た
め
に
ぜ
ひ
掲

載
し
て
ほ
し
い
｡

127

五

さ
ま
ざ
ま
な
課
題

Ⅲ
第

一
回
新
司
法
試
験
で
合
格
者
を
出
せ
な
か

っ
た
法
科
大
学
院
が
数
校
あ
り
､
予
想
と
違

っ
た
低
い
合
格
率
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

変
更
し
た
-
､
卒
業
認
定
を
厳
し
-
し
た
-
､
入
学
定
員
を
引
き
下
げ
た
-
す
る
学
校
が
出
て
き
た
｡
新
司
法
試
験
の
結
果
､
小
規
模
校

は
早
-
も
生
き
残
り
を
か
け
た
競
争
に
入

っ
た
と
も
言
わ
れ
る
｡
卒
業
し
て
も
､
受
験
を
自
主
的
に
回
避
す
る
受
け
控
え
現
象
が
出
て
き

た
｡本

学
は
定
員
五
〇
人
の
小
規
模
校
で
あ
る
｡
第

1
回
の
新
司
法
試
験
は

二
二
人
が
受
験
し
､
四
人
が
合
格
し
た
｡
第
二
回
の
試
験
は
二

五
人
が
受
験
し
､
八
人
が
合
格
し
た
｡
｢大
競
争
時
代
｣
の
到
来
に
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
-
か
､
に
つ
い
て
議
論

の
時
を
迎
え
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

佃
-
ツ
プ
校
の
競
争
の
激
化

こ
う
し
た
中
で
'
先
日
､
司
法
試
験
考
査
委
員
に
よ
る
不
祥
事
が
起
き
た
｡
こ
の
学
校
が
司
法
試
験
委
員
を
多
数
出
し
て
い
る
ー
ツ
プ

校
の

1
つ
で
あ

っ
た
こ
と
は
'
四
年
目
の
法
科
大
学
院
が
抱
え
る
問
題
が
と
て
も
根
深
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
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㈲
学
生
の
地
位
の
低
さ

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
出
た
学
生
に
対
す
る
実
務
の
扱
い
は
､
概
し
て
冷
た
い
も
の
で
あ

っ
た
｡
調
停
や
審
判
に
は
､
双
方
代
理
人

が
承
諾
し
て
い
る
の
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
債
権
者
集
会
に
も
入
れ
な
か
っ
た
｡
刑
事
記
録
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
｡

改
め
て
､
法
科
大
学
院
の
学
生
の
地
位
が
低
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

刑
事
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
､
高
崎
秀
雄
検
事

(東
京
高
検
)
が
論
文

｢開
示
証
拠
の
目
的
外
使
用
の
禁
止
と
法
科
大
学
院
に
お
け

る
教
育
と
の
関
係
｣
(｢研
修
｣
二
〇
〇
六
年
六
月
六
九
六
号
)
に
お
い
て
､
実
務
家
教
員
が
､
法
科
大
学
院
の
学
生
に
刑
事
記
録
を
閲
覧

神奈川法学第40巻第 1号 2007年

さ
せ
る
こ
と
は
刑
訴
法
二
八

一
条
の
四
の
目
的
外
使
用
の
禁
止
に
該
当
す
る
と
論
じ
た
｡
法
令
上
法
科
大
学
院
の
学
生
に
は
､
守
秘
義
務

の
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
禁
止
の
根
拠
と
し
て
い
る
｡
そ
の
結
果
'
刑
事
系
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
担
当
す
る
実
務
家
教
員
が
､
弁
護

人
と
し
て
関
与
す
る
事
件
に
つ
い
て
､
学
生
に
閲
覧
さ
せ
な
い
と
い
う
誓
約
を
し
な
い
か
ぎ
り
､
検
察
官
が
開
示
す
る
証
拠
の
謄
写
に
応

じ
な
い
と
の
扱
い
を
す
る
例
が
出
て
い
る
｡
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第

三

弁
護
士
過
疎

･
偏
在
の
解
消
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
る

一

今
､
日
本
弁
護
士
会
連
合
会

(以
下
日
弁
連
)
は
､
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
に
向
け
て
本
格
的
な
運
動
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し

て
い
る
｡
六
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
柱
の

1
番
目
が

｢弁
護
士
の
大
都
市
偏
在

･
弁
護
士
過
疎
問
題

を
ど
う
解
消
す
る
か
ー
市
民
の
た
め
の
司
法
を
目
指
し
て
｣
だ

っ
た
｡
日
弁
連
は
､

一
九
九
六
年

(平
成
八
年
)
の
定
期
総
会
で
､
｢弁

護
士
過
疎

･
偏
在
問
題
の
解
決
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
取
-
組
む
こ
と
を
決
意
｣
し

(名
古
屋
宣
言
と
後
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

歴
史
的
な
宣
言
)
､
そ
れ
以
後
､

一
〇
年
に
渡

っ
て
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
の
解
消
に
取
-
組
ん
で
き
た
｡
そ
の
結
果
､
そ
れ
な
-
の
成
果
を
上
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げ
た
｡
し
か
し
､
後
に
述
べ
る
よ
う
に
､
わ
が
国
の
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
が
解
消
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
｡
こ
の

一
〇
年
､
弁
護
士
の
大

都
市
集
中
は
さ
ら
に
進
み
､
経
済
の
東
京
集
中
も
進
ん
で
き
て
い
る
｡
大
都
市
と
地
方
の
経
済
格
差
も
拡
大
し
､
裁
判
所
支
部
管
内
に
弁

護
士
が

一
名
い
れ
ば
よ
い
と
言
う
時
代
で
は
な
-
な

っ
て
き
て
い
る
｡
お
-
か
ら
､
新
六
〇
期
が
大
都
市
部
だ
け
で
は
就
職
で
き
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
-
､
地
方
に
弁
護
士
が
定
着
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
本
年
度
に
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
｡

弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

二

日
弁
連
の
過
疎
地
解
消
運
動
の
経
過
1

ひ
ま
わ
り
基
金
に
よ
る
過
疎
対
策
の
展
開

弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
が
是
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は

一
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)
の
臨
時
司
法
制
度
調
査
会

意
見
書

(以
下
臨
司
意
見
書
)
で
あ

っ
た
｡
弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
の
解
消
が
弁
護
士
制
度
改
革
の
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
た
｡
し
か
し
､

日
弁
連
は
､
弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
解
消
に
向
け
た
運
動
に
着
手
し
な
か
っ
た
｡

弁
護
士
過
疎
問
題
が
社
会
に
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
､
臨
司
意
見
書
か
ら
三
〇
年
近
-
が
経
過
し
た

一
九
九
三
年

(平
成
五
年
)
､

高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
業
務
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
'
日
弁
連
が
ゼ
ロ
ワ
ン
マ
ッ
プ
を
発
表
し
た
と
き
で
あ
る
｡
そ
れ
に

よ
る
と
､
全
国
の
地
方
裁
判
所
支
部
管
内
に
弁
護
士
が

一
人
も
い
な
い
地
域
が
仝
支
部
二
〇

一
の
う
ち
七
四
箇
所
も
あ

っ
た

(｢
日
弁
連

機
関
誌

｢自
由
と
正
義
｣

l
九
九
四
年
三
月
V
O
L
四
五
巻
三
号

二

六
頁
)
｡
弁
護
士
が
ゼ
ロ
か

一
人
し
か
い
な
い
地
域
が
こ
れ
だ
け

多
-
あ
っ
た
の
か
､
と
い
う
事
実
が
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
｡

一
九
九
四
年

(平
成
六
年
)
に
は
日
弁
連
が
第
三
次
司
法
改
革
宣
言
の
中

で
､
弁
護
士
偏
在
の
解
消
を
掲
げ
た
｡
関
弁
連
も
同
年
九
月
に
過
疎
解
消
宣
言
を
し
た
｡
そ
の
後
､
日
弁
連
は
､
名
古
屋
宣
言
を
行
い
､

次
に
述
べ
る
よ
う
に
ひ
ま
わ
-
公
設
運
動
に
着
手
し
た
｡

3
ひ
ま
わ
-
基
金
の
創
設

129

一
九
九
九
年

(平
成

二

年
)
九
月
､
日
弁
連
は
､
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
公
設
事
務
所
の
構
想
を
打
ち
出
し
た
｡
東
京
弁
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護
士
会
か
ら
の
司
法
改
革
支
援
金

一
億
円
及
び
日
弁
連
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
特
別
基
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
日
弁
連

ひ
ま
わ
り
基
金
が
設
置
さ
れ
た
｡
同
年

〓

1月
の
臨
時
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
､
二
〇
〇
〇
年

(平
成

〓

1年
)

l
月
か
ら
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)

〓

1月
末
ま
で
の
五
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
会
員

l
人
あ
た
-
月
額

一
〇
〇
〇
円
の
特
別
会
費
の
徴
収
を
開
始
し
た
｡

同
年
二
月
､
日
弁
連
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
日
弁
連
公
設
事
務
所

･
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
し
､
目
的

･
任
務
の
中
に

｢公
設

事
務
所
の
設
置
､
運
営
の
支
援
の
た
め
の
た
め
の
活
動
を
行
う
｡｣
｢弁
護
士
過
疎
地
域
に
お
け
る
弁
護
士
定
着
支
援
の
た
め
の
活
動
を
行

う
｡
｣
な
ど
が
入
っ
た
｡

佃法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
六
年

(平
成

一
八
年
)
九
月
末
日
現
在
､
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
全
国
で
三
〇
〇
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
う
ち
ひ
ま

わ
-
基
金
の
援
助
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
は

二
二
八
箇
所

(第

一
種
弁
護
士
過
疎
地
域

一
〇
八
箇
所
､
第
二
種
弁
護
士
過
疎
地
域
三
〇
箇

所
)
で
あ
る
｡
な
お
'
二
〇
〇

一
年

(平
成

二
二
年
)
五
月
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

｢
司
法
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
に
関
す
る
行
動
計

画
｣
で
は
'
二
〇
〇
二
年

(平
成

一
四
年
)
度
末
ま
で
に
仝
地
裁
支
部
に
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
､
二
〇

〇
六
年

(平
成

一
八
年
)
九
月
末
日
現
在
､
二
四
箇
所
が
未
設
置
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
｡

刷
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所

二
〇
〇
〇
年

(平
成

二

一年
)
六
月
､
島
根
県
に
石
見
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
が
開
設
し
て
以
降
二
〇
〇
七
年
≡
月
末
ま
で
に
七

七
箇
所
の
ひ
ま
わ
-
公
設
が
で
き
た

(日
弁
連
二
〇
〇
六
年

二

一月
七
日
臨
時
総
会
議
案
書
四
五
頁
)
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
､
二
〇
〇
七
年

六
月
末
時
点
で
の
必
要
事
務
所
数
は
三
三
に
減
少
し
た
｡
こ
の
う
ち

一
〇
箇
所
は
定
着
し
た
｡

㈲
弁
護
士
定
着
支
援

ひ
ま
わ
-
基
金
に
よ
る
弁
護
士
過
疎
対
策
と
し
て
､
弁
護
士
過
疎
地
域
に
事
務
所
を
開
設
し
た
弁
護
士
や
弁
護
士
法
人
に
対
し
､
無
利
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息
で
開
設
資
金

(限
度
額
五
〇
〇
万
円
)
や
運
営
資
金

(限
度
額
年
間
四
〇
〇
万
円
)
を
貸
し
付
け
る
の
が
弁
護
士
定
着
支
援
制
度
で
あ

る
｡
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
九
月
末
ま
で
に
弁
護
士
人
名
､
弁
護
士
法
人
≡
事
務
所
に
貸
付
を
行
っ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
ゼ
ロ
地

域
に
開
業
し
た
も
の
が
四
箇
所
'
ワ
ン
地
域
に
開
業
し
た
も
の
が
三
箇
所
で
あ
る
0

㈲
ゼ
ロ
ワ
ン
は
ど
こ
ま
で
克
服
さ
れ
た
か

二
〇
〇
六
年
度
末
に
は
､
ゼ
ロ
地
域
三

(奈
良
地
裁
五
条
支
部
､
大
津
地
裁
長
浜
支
部
､
大
分
地
裁
杵
築
支
部
)
'
ワ
ン
地
域
二
九
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
三
以
上
の
事
務
所
数
を
数
え
る
地
域
で
も
実
働
弁
護
士
数
が
ゼ
ロ
ワ
ン
で
あ
る
と
か
､
地
域
が
広
い
と

か
人
口
が
多
い
た
め
実
質
的
に
考
え
る
と
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
と
見
る
べ
き
地
域
が
二
〇
箇
所
近
-
あ
る
｡
そ
の
た
め
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
を
実
質

的
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
と
な
お
約
六
〇
箇
所
の
事
務
所
が
必
要
で
あ
る
｡

三

日
本
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
過
疎
対
策

総
合
法
律
支
援
法
三
〇
条

一
項
四
号
記
載
の
業
務
を
行
う
事
務
所

(以
下
四
号
事
務
所
)
は
､
中
期
計
画
が
定
め
る
弁
護
士
過
疎
対
策

と
し
て
､
｢実
質
的
な
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
｣
に
お
い
て
､
｢法
律
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
考
慮
し
っ
つ
､
日
本
弁
護
士
会
連
合
会
､
単
位
弁
護
士

会
､
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
関
係
機
関
と
も
連
携
協
力
し
な
が
ら
､
支
援
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
弁
護
士
に
よ
る
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
な
体
制
を
整
備
す
る
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
､
初
年
度
の
四
号
事
務
所
の
設
置
は
六
箇
所
で
あ
-
､
中
期
計
画
の
終
期
で
あ
る
二
〇
〇
九
年

(平
成
二

一
年
)
度
ま
で
に
四

号
事
務
所
だ
け
で
実
質
的
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
を
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡

131
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四

弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
運
動
十

一
年
目
の
課
題

Ⅲ
残
さ
れ
た
課
題
と
は

①
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
を
ど
う
解
消
す
る
か
｡
ま
ず
ゼ
ロ
地
域
≡
箇
所
を
な
-
す
こ
と
｡
②
実
質
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
を
ど
う
解
消
す
る
か
｡
③

そ
れ
を
解
消
し
た
後
の
運
動
を
ど
う
構
想
す
る
か
｡
④
弁
護
士
過
疎
地
域
の
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
大
多
数
が
赤
字
で
運
営
さ
れ
て
お
-
､

ひ
ま
わ
-
基
金
か
ら
の
支
援
の
額
は
年
間
約

一
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
上
っ
て
い
る

(二
〇
〇
七
年
二
月
二

一
日
法
律
相
談
事
業
及
び
弁
護

士
過
疎
対
策
に
関
す
る
関
東

B
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
基
調
報
告
)
｡
こ
の
援
助
を
ど
こ
ま
で
継
続
す
る
の
か
､
援
助
の
見
直
し
は
必
要
か
｡
⑤

過
疎
で
は
な
い
が
弁
護
士
が
少
な
い
地
域

へ
の
支
援
運
動
を
ど
う
進
め
て
い
-
か
｡
⑥
ひ
ま
わ
り
公
設
所
長
候
補
者
と
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士

候
補
者
の
養
成
を
ど
う
円
滑
に
進
め
る
か
｡
⑦
公
設
事
務
所
所
長
及
び
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
退
任
後
の
受
け
入
れ
体
制
を
ど
う
作
る
か
｡
⑧

新
六
〇
期
と
そ
れ
に
続
-
法
科
大
学
院
卒
の
新
人
弁
護
士
の
就
職
を
地
方
を
含
め
て
確
保
し
て
い
-
た
め
の
構
想
を
ど
う
作

っ
て
い
-
か
｡

⑨
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
る
被
疑
者
国
選
の
対
象
事
件
の
拡
大
と
裁
判
員
裁
判
に
ど
う
対
応
し
て
い
-
か
､
な
ど
多
-
の
課
題
が
あ
る
｡

伽
強
ま
る
弁
護
士
の
大
都
市
集
中

日
弁
連
事
務
局
が
把
握
し
て
い
る
毎
年
末
の
会
員
数
を
､
発
足
当
時
か
ら
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
ま
で
を
五
年
ご
と
に
ま
と
め

た
の
が
資
料
6
､
7
で
あ
る
｡
こ
れ
を
見
る
と
､
東
京
≡
会
の
会
員
数
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
､
日
弁
連
発
足
当
時

(
一
九
四
九
年
)

に
は
三
九

･
四
五
%
で
あ
っ
た
の
が
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
に
は
四
八

･
四

l
%
に
増
加
し

(資
料
7
)､
東
京
三
会
と
大
阪
弁

護
士
会
の
会
員
数
合
計
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
､
日
弁
連
発
足
当
時
は
四
九

･
四
八
%
で
あ

っ
た
の
が
'
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六

午
)
に
は
六
二

･
〇
五
%
に
増
加
し
て
い
る

(資
料
7
)
0

臨
司
意
見
書
は
､
弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
化
を
指
摘
す
る
に
当
た
っ
て
､

l
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)
七
月

7
日
現
在
の
弁
護
士
数

の
比
較
を
≡
グ
ル
ー
プ

(東
京
三
会
､
全
国
九
都
市
部
の
弁
護
士
会
､
他
の
三
九
弁
護
士
会
)
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
そ



(133)弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

の
時
点
の
弁
護
士
総
数
は
七

一
四
三
人
で
あ
る
と
こ
ろ
､
東
京
三
会
の
弁
護
士
数
は
三
三
七
八
人

(四
七

二

一九
%
)
､
大
阪
'
札
幌
､

仙
台
へ
名
古
屋
､
広
島
､
福
岡
､
横
浜
､
京
都
､
神
戸
の
九
弁
護
士
会
の
弁
護
士
数
は
二

一
六

一
人

(三
〇

･
二
五
%
)､
他
の
三
九
弁

護
士
会
の
弁
護
士
数
は

1
六
〇
四
人

(二
二

･
四
五
%
)
で
あ
っ
た
｡
臨
司
意
見
書
は
､
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
'

1
0
地
方

二

一弁
護
士

会
に
弁
護
士
が
集
中
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
､

二

一弁
護
士
会
以
外
の
弁
護
士
会
に
は
高
齢
者
が
多
-
､
所
属
す
る
弁
護
士
の
平
均

年
齢
が
六
〇
歳
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
と
い
う

一
方
､
新
人
弁
護
士
の
大
都
市
集
中
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡

こ
の
三
グ
ル
ー
プ
の
弁
護
士
数
を
五
年
ご
と
に
ま
と
め
､
こ
れ
に
二
〇
〇
五
年

(平
成

一
七
年
)､
二
〇
〇
六
年

(平
成

一
八
年
)
の
デ

ー
タ
を
加
え
た
の
が
資
料
8
､
9
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
こ
の
表
の
人
数
は
､
年
末
で
計
算
し
て
い
る
の
で
'
臨
司
意
見
書
が
出
た

一
九
六
四

午

(昭
和
三
九
年
)
に
つ
い
て
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
､
東
京
三
会
に
大
阪
､
札
幌
､
仙
台
､
愛
知
､
広
島
､
福
岡
､
横

浜
､
京
都
'
兵
庫
を
加
え
た

〓

一会

1
0
大
都
市
以
外
の
全
国
四
〇
会

(臨
司
意
見
書
当
時
は
三
九
会
で
あ
っ
た
が

1
九
七
二
年
の
沖
縄

返
還
以
後
は
四
〇
会
と
な
っ
た
)
の
会
員
数
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
'

一
九
四
九
年

(昭
和
二
四
年
)
当
時
は
三

一

二
二
%
で
あ
っ
た

の
が
'

一
九
六
九
年

(昭
和
四
四
年
)
に
二
〇

･
〇
四
%
､

一
九
八
九
年

(平
成
元
年
)
に
二
〇

二
二
九
%
､

一
九
九
九
年

(平
成

二

午
)
に

1
九

二

五
%
､
二
〇
〇
六
年
に
は

一
八

･
七
〇
%
に
減
少
し
て
い
る

(資
料
8
)0

ゼ
ロ
ワ
ン
マ
ッ
プ
を
公
表
し
た
翌
年
の

1
九
九
四
年

(平
成
六
年
)
か
ら
の

1
0
年
の
推
移
を
見
る
と
､
東
京
三
会
の
割
合
は
四
五

･

九
九
%
か
ら
四
八

･
四

一
%
に
増
加
し
て
い
る
｡
東
京
三
会
と
大
阪
の
割
合
は
五
九

･
九
七
%
か
ら
六
二

･
〇
五
%
に
増
加
し
､
四
〇
会

の
割
合
は

一
九

･
七
%
か
ら

一
八

･
七
%
に
減
少
し
て
い
る
｡
こ
の
五
五
年
間
､
弁
護
士
の
大
都
市
集
中
は
続
い
て
き
た
し
､
そ
の
傾
向

は
､
日
弁
連
が
弁
護
士
過
疎
解
消
運
動
を
展
開
し
て
き
た

一
〇
年
に
お
い
て
も
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
｡

133
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第

四

弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
運
動
の
本
格
的
展
開
は
ど
う
し
た
ら
可
能
に
な
る
か

一

こ
れ
ま
で
の
成
果
の
確
認

二
〇
〇
七
年
六
月
現
在
､
全
国
に
七
三
の
ひ
ま
わ
-
公
設
事
務
所
が
業
務
を
遂
行
し
て
い
る

(北
海
道

二

､
青
森
三
､
秋
田
三
､
岩

手
五
､
山
形
二
､
宮
城
二
､
福
島

一
､
新
潟
三
､
茨
城
二
､
千
葉

l
､
静
岡

1
､
石
川

l
､
福
井

t
､
三
重

一
､
和
歌
山
二
､
京
都
五
､

兵
庫
三
､
岡
山

1
､
広
島

l
t
島
根
二
'
山
口

1
､
徳
島
二
'
高
知
二
､
愛
媛

一
､
長
崎
四
､
熊
本
五
､
宮
崎
二
､
鹿
児
島
三
､
沖
縄

二
)
.

t
四
年
前
､
高
松
市
で
の
業
務
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
公
表
し
た
ゼ
ロ
ワ
ン
マ
ッ
プ
で
は
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
は
七
四
箇
所
で
あ

っ
た

か
ら
､
当
時
を
基
準
に
す
れ
ば
'
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
民
間
の

1
団
体
が
､
独
力
で
弁
護
士
過
疎
解
消
の
事
業

に
取
-
組
み
､
こ
れ
だ
け
の
結
果
を
上
げ
た
こ
と
は
､
大
き
な
成
果
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
｡

二
〇
〇
六
年

(平
成

一
八
年
)

二

一月
の
日
弁
連
臨
時
総
会
は
'
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
対
策
の
た
め
の
ひ
ま
わ
-
特
別
会
費
徴
収
期
間

を
二
〇
〇
七
年

(平
成

一
九
年
)
四
月
か
ら
二
〇

一
〇
年

(平
成
二
二
年
)
三
月
ま
で
延
長
し
'
延
長
後
の
特
別
会
費
を
月
額

一
四
〇
〇

円
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
｡
そ
の
間
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
の
解
消
に
取
-
組
む
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
の
意

気
や
良
し
と
言
う
べ
き
で
あ
る
｡
と
-
わ
け
､
高
松
業
対
シ
ン
ポ

(
一
九
九
三
年
)
か
ら
の

一
〇
年
は
､
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

｢失
わ
れ
た

1
0
年
｣
と
重
な
る
時
期
で
あ
-
､
日
本
経
済
が
破
綻
し
､
金
融
危
機
､
企
業
倒
産
､
リ
ス
ト
ラ
､
多
重
債
務
者
の
激
増
な
ど
社
会
全
体

が
危
機
に
陥
-
､
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
中
で
､
弁
護
士
た
ち
が
､
｢法
の
支
配
｣
を
こ
の
国
の
隅
々

に
及
ぼ
そ
う
と
､
社
会
正
義
の
実
現
と
人
権
擁
護
の
旗
を
か
か
げ
て
'
弁
護
士
過
疎
の
解
消
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
す
ぼ
ら
し

い
こ
と
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
'
こ
れ
ま
で
の
延
長
上
に
運
動
を
続
け
る
だ
け
で
は
､
目
標
は
達
成
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
｡
な
ぜ
な
ら
､
｢失

わ
れ
た

一
〇
年
｣
の
次
に
や
っ
て
来
た
規
制
緩
和
'
新
自
由
主
義
に
よ
る
政
治
'
経
済
運
営
に
よ
っ
て
､
地
方
経
済
の
疲
弊
が
よ
-
深
刻
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に
な
り
､
大
都
市
と
地
方
の
格
差
が
著
し
-
な
り
､
都
市
部
を
含
め
て
､
正
規
雇
用
の
労
働
者
が

一
挙
に
減
少
し
､
貧
困
層
が
増
大
す
る

な
ど
法
律
紛
争
の
火
種
が
拡
大
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
｡
若
者
が
未
来
に
夢
を
持
つ
こ
と
が
難
し
-
な
-
､
社
会
不
安
も
増
大
し
て
い
る
｡

弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

二

司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
を
批
判
的
に
読
む
時
期
に
来
て
い
る

意
見
書
は
､
小
さ
な
司
法
か
ら
大
き
な
司
法

へ
の
転
換
を
打
ち
出
し
た
｡
今
の
司
法
は
､
国
民
の
期
待
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い

(法
的
需
要
に
応
え
て
い
な
い
)
と
し
て
､
法
曹
の
質

･
量
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
｡
そ
し
て
年
間
三
〇
〇
〇
人
に
ま

で
合
格
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
｡
｢法
の
支
配
｣
を
全
国
あ
ま
ね
-
実
現
す
る
た
め
に
は

｢弁
護
士
人
口
の
地
域
的
偏
在
の
是
正

(
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
の
解
消
)｣
が
必
要
で
あ
る
と
う
た

っ
た

(意
見
書
五
七
頁
)
｡
し
か
し
､
ゼ
ロ
ワ
ン
を
解
消
す
る
こ
と
は
地

域
的
偏
在
の
是
正
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
｡
そ
の
こ
と
は
'
日
弁
連
の

一
〇
年
に
及
ぶ
運
動
に
よ
っ
て
ゼ
ロ
ワ
ン
の
多
-
が
解
消
さ
れ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
未
だ
弁
護
士
人
口
の
地
域
的
偏
在
が
是
正
さ
れ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
｡

他
方
で
､
意
見
書
は
'
弁
護
士
人
口
の
地
域
的
偏
在
の
是
正
が
い
か
に
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
を
示
さ
な
か
っ
た
｡
司
法
試
験
合
格
者

を
三
〇
〇
〇
人
に
ま
で
増
員
す
れ
ば
弁
護
士
人
口
の
地
域
的
偏
在
の
是
正
が
達
成
で
き
る
か
の
よ
う
な
記
述
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
｡
し
か

し
､
弁
護
士
増
員
が
東
京

･
大
阪

へ
の
集
中
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
'
事
実
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
-
､
審
議
会
が
､
真
剣
に
こ

の
問
題
に
向
き
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
あ
ま
-
の
楽
観
論
で
あ
-
､
日
弁
連
は
意
見
書
を
乗
-
越
え
て
弁
護
士

人
口
の
地
域
的
偏
在
の
是
正
に
取
-
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

135

三

臨
司
意
見
書
に
耳
を
傾
け
る

一
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)
に
発
表
さ
れ
た
臨
司
意
見
書
は
'
弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
の
是
正
を
決
議
項
目
に
入
れ
て
い
た
｡
そ
の



136

上
で
'
弁
護
士
の
大
都
市
偏
在
は
､
わ
が
国
の
政
治
経
済
等
の
中
央
集
権
的
傾
向
と
関
連
し
て
お
-
'
仮
に
法
曹
人
口
の
増
加
が
実
現
し

て
も
'
解
消
の
見
通
し
は
困
難
で
あ
る
､
法
曹
の
み
の
努
力
に
よ
っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
国
民
的
'
社
会
的
な
基
盤
に
関
す
る
も

の
で
あ
-
､
国
民
の
法
意
識
が
変
化
し
､
国
民
の
経
済
力
が
伸
張
し
な
い
限
-
期
待
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
｡
司
法
制
度
改
革
審
議

会
の
意
見
書
よ
-
も
突
っ
込
ん
だ
記
述
と
言
え
よ
う
｡
臨
司
意
見
書
は
､
法
曹

一
元
を
時
期
尚
早
と
し
て
退
け
､
官
僚
司
法
の
確
立
を
誘

導
す
る
と
こ
ろ
に
趣
旨
が
あ
る
点
で
到
底
同
調
で
き
な
い
が
､
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
解
消
の
問
題
意
識
と
い
う
点
で
は
示
唆
に
富
ん
だ
も

の
で
あ
っ
た
｡
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四

弁
護
士
の
琴
線
に
触
れ
る
問
題
提
起

な
ぜ
､
日
弁
連
は
､
こ
こ
ま
で
過
疎
問
題
に
取
-
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
｡

一
九
九
〇
年

(平
成
二
年
)
の
司
法
改
革
宣
言
で
は
､
｢国

民
の
た
め
の
司
法
を
実
現
す
る
た
め
､
国
民
と
と
も
に
司
法
の
改
革
を
進
め
る
決
意
｣
を
表
明
し
た
が
､
弁
護
士
過
疎
解
消
の
決
意
は
表

明
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
が
入
っ
た
の
は

一
九
九
六
年

(平
成
八
年
)
名
古
屋
宣
言
で
あ
る
｡
な
ぜ
六
年
も
か
か

っ
た
の
か
と
い
う
問
い

か
け
も
で
き
よ
う
が
､
む
し
ろ
六
年
を
か
け
て
も
､
弁
護
士
過
疎
解
消
問
題
を
日
弁
連
の
方
針
に
押
し
上
げ
た
力
は
何
で
あ

っ
た
の
か
｡

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
､
日
弁
連
が
ひ
ま
わ
り
基
金
を
設
置
し
た
の
は
､
臨
司
意
見
書
か
ら
三
五
年
も
経
過
し
た

一
九
九
九
年

(平
成

一

一
年
)
だ
っ
た
｡
こ
れ
だ
け
長
期
間
の
空
白
が
あ
-
な
が
ら
､
日
弁
連
は
な
ぜ
'
こ
こ
ま
で
弁
護
士
過
疎
問
題
に
取
-
組
む
よ
う
に
な
っ

た
の
か
｡
加
え
て
､
な
ぜ
'
ひ
ま
わ
-
基
金
創
設
後
八
年
間
で
こ
こ
ま
で
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
｡
司
法
制
度
改
革
審
議

会
意
見
書
が
出
さ
れ
る

一
〇
年
以
上
も
前
に

｢弁
護
士
の
琴
線
｣
に
触
れ
る
問
題
提
起
が
あ
-
､
そ
れ
を
受
け
た
次
の
よ
う
な
弁
護
士
､

弁
護
士
会
の
運
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
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- 地域密着型法科大学院の立場から-
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Ⅲ
当
番
弁
護
士

振
り
返
れ
ば

1
九
八
八
年

(昭
和
六
三
年
)
の
第

二

1回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
分
科
会

｢刑
事
裁
判
と
法
曹
の
あ
-
方
｣
に
お
い

て
'
平
野
龍

一
教
授
が

｢か
な
-
絶
望
的
｣
と
許
し
た
わ
が
国
の
刑
事
裁
判
の
実
状
を
取
り
上
げ
､
同
教
授
を
招
い
て

｢ま
ず
何
を
せ
よ

と
い
う
の
か
｣
と
質
問
し
､
同
教
授
か
ら

｢ま
ず
被
疑
者
弁
護
の
強
化
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
｣
と
回
答
を
引
き
出
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ

る
｡
第

二

一回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
､
翌
年
の
人
権
大
会

(松
江
市
)
の
刑
事
訴
訟
法
四
〇
年
年
宣
言
に
つ
な
が
っ
た

(平
野
龍

一

｢参
審
制
の
採
用
に
よ
る

『
｢核
心
司
法
』
を
-
刑
事
司
法
改
革
の
動
き
と
方
向
｣
ジ
ユ
リ
ス
-

二

四
八
号

l
九
九
九
年

1
月
)
｡
そ
れ

が
､

一
九
九
〇
年

(平
成
二
年
)
､
当
番
弁
護
士
制
度
の
発
足
に
つ
な
が
-
､
当
番
弁
護
士
は
瞬
-
間
に
全
国
に
波
及
し
た
｡

一
九
九
二

午

(平
成
四
年
)
､
全
国
当
番
弁
護
士
経
験
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
た
｡
弁
護
士
の
琴
線
に
触
れ
る
問
題
提
起
が
行
な
わ
れ
､
全
国
の
弁

護
士
が
動
い
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
､
い
ざ
当
番
弁
護
士
が
制
度
化
さ
れ
る
と
､
遠
隔
の
地
に
弁
護
士
が
い
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
､
弁
護
士
過
疎

･
偏
在
の
克
服

が
当
番
弁
護
士
の
実
践
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
｡
九
五
年
定
期
総
会
で
､
当
番
弁
護
士
等
緊
急
財
政
基
金
制

度
が
決
議
さ
れ
た
｡

∽法
律
相
談

日
弁
連
が
､
弁
護
士
過
疎
の
解
消
と
い
う
課
題
に
接
近
し
て
い
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
道
は
法
律
相
談
で
あ
っ
た
.

1
九
九
四
年

(平
成

六
年
)
'
日
弁
連
は
､
過
疎
対
策
の
パ
イ
ロ
ッ
-
事
業
と
し
て
島
根
県
石
見
地
区
に
公
設
の
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

め
､
応
募
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
､
全
国
か
ら
多
数
の
弁
護
士
が
応
募
し
た
｡
翌
九
五
年
に
開
始
し
た
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
全

国
の
弁
護
士
が
手
弁
当
で
駆
け
つ
け
た
｡
弁
護
士
過
疎
解
消
に
向
け
た
熱
気
の
中
で
､
九
六
年
日
弁
連
定
期
総
会
に
お
け
る
前
述
し
た
名

古
屋
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
｡
日
弁
連
は
､
｢弁
護
士
過
疎

･
偏
在
問
題
の
解
決
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
す
る
と
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と
も
に
､
当
面
の
措
置
と
し
て
五
年
以
内
に
'
い
わ
ゆ
る
○
～
一
地
域
を
中
心
と
し
て
緊
急
に
対
策
を
講
ず
べ
き
弁
護
士
過
疎
地
域
に
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
'
市
民
が
容
易
に
弁
護
士
に
相
談
し
'
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
よ
う
最
善
を
尽

-
す
｣
と
決
議
し
た
｡
｢弁
護
士
過
疎

･
偏
在
問
題
｣
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
も
こ
の
宣
言
が
最
初
で
あ
る
｡
そ
の
後
'
ひ
ま
わ
-
公

設
の
運
動
が
順
調
に
展
開
で
き
た
の
も
､
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
や
名
古
屋
宣
言
が
､
全
国
の
弁
護
士
の
魂
を
と
ら
え
た
か
ら
で
あ
る
｡
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五

各
地
で
始
ま
っ
た
人
間
の
ド
ラ
マ

弁
護
士
過
疎
の
解
消
が
､
い
か
に
わ
が
国
の
社
会
に
と

っ
て
有
意
義
で
あ
る
か
を
大
き
く
訴
え
､
社
会
の
各
層
を
日
弁
連
の
支
援
者
と

し
て
獲
得
し
て
い
-
こ
と
が
大
切
で
あ
る
｡

す
で
に
､
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
始
ま

っ
て
い
る
｡
奄
美
市
で
は
､
多
重
債
務
に
苦
し
み
､
自
殺
す
る
市
民
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
､

ひ
ま
わ
-
公
設
事
務
所
の
開
設
を
日
弁
連
に
訴
え
､
実
現
さ
せ
た
｡
自
治
体
と
弁
護
士
会
が
連
携
し
て
多
重
債
務
者
を
自
殺
か
ら
救

っ
た

ケ
ー
ス
と
し
て
す
で
に
新
聞
報
道
さ
れ
て
い
る
｡

ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
が
過
疎
地
の
自
治
体
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
い
る
｡
自
己
破
産
を
し
て
､
生
活
保
護
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
の
多
重
債
務
者
が
'
弁
護
士
に
相
談
し
て
債
務
整
理
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
､
長
年
に
渡

っ
て
高
金
利
の
利
息
を

支
払

っ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
､
過
払
い
金
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
､
生
活
保
護
を
受
け
る
ど
こ
ろ
か
､
住
民
税
を
納
付
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
も
'

一
つ
の
ひ
ま
わ
り
公
設
事
務
所
だ
け
で

一
億
円
を
超
え
る
返
還
を
実
現
し
た
所

も
あ
る
｡
所
長
弁
護
士
は
､
自
治
体
財
政
に
貢
献
す
る
だ
け
で
は
な
-
､
自
治
体
の
専
門
委
貝
に
委
嘱
さ
れ
'
行
政
各
分
野
の
法
的
助
言

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
｡
そ
う
し
た
活
躍
は

｢自
由
と
正
義
｣
に
リ
レ
ー
で
連
載
さ
れ
て
き
た
が
､
今
年
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
第
二
二

回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
し
て

｢
ひ
ま
わ
-
弁
護
士
奮
闘
記
｣
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
｡
た
っ
た

1
人
の
弁
護
士
が
､
過
疎
地
に
赴



(139)

任
す
る
こ
と
で
地
方
が
ど
れ
だ
け
変
わ
る
か
｡
そ
の
こ
と
を
ひ
ま
わ
り
公
設
の
弁
護
士
は
身
を
以
て
示
し
て
い
る
｡
逆
に
､
弁
護
士
の
い

な
い
過
疎
地
が
い
か
に

｢法
の
支
配
｣
が
及
ば
な
い
無
法
地
帯
で
あ

っ
た
か
を
示
し
て
い
る

ド
ラ
マ
は
'
法
テ
ラ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
に
よ
っ
て
も
描
か
れ
つ
つ
あ
る

(法
学
セ
ミ
ナ
ー
の
連
載
)
0

弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

六

大
き
く
社
会
に
問
題
提
起

若
手
弁
護
士
の
活
躍
は
新
た
な
時
代
を
予
感
さ
せ
て
い
る
｡
過
疎
地
の
住
民
に
と
っ
て
弁
護
士
は
頼
り
が
い
の
あ
る
存
在
で
あ
り
､
過

疎
地
に
弁
護
士
を
誘
致
す
る
こ
と
は
地
元
に
と

っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
の
理
解
が
浸
透
し
っ
つ
あ
る
｡
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書

は
､
法
曹
は

｢国
民
の
社
会
生
活
上
の
医
師
｣
で
あ
る
と
し
た
が
､
弁
護
士
は
､
国
民

(市
民
)
の
も
っ
と
も
身
近
に
い
る
法
曹
と
し
て
､

｢町
医
者
｣
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
｡
弁
護
士
は
､
法
律
を
適
用
し
て
､
市
民
の
人
権
侵
害
や
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
､
市
民
の
苦
し
み
を
救
済
す
る
だ
け
で
は
な
-
､
そ
の
地
域
に

｢法
の
支
配
｣
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
｡
個
別
案
件
を
処
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
､
社
会
を
公
平
で
透
明
に
す
る
｡
今
､
社
会
で
は
､
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
ニ
1
-
の
若
者
が
増
え
て
い
る
｡
経
済
は
好
転
し

た
と
言
わ
れ
る
が
､
｢
I
T
長
者
｣
や
大
企
業
に
富
が
集
中
し
､
多
-
の
庶
民
は
貧
し
-
､
生
活
保
護
世
帯
は
増
加
し
､
貧
Eg
が
蔓
延
し

て
い
る
｡
社
会
的
不
公
平
が
常
態
化
し
っ
つ
あ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
｡
家
庭
が
崩
壊
し
､
少
年
に
よ
る
重
大
事
件
が
起
き
た
-
'
児
童

虐
待
や
D
V
が
増
え
て
い
る
｡
こ
う
し
た
時
代
に
､
過
疎
地
に
志
を
持
っ
た
弁
護
士
が
い
る
こ
と
の
社
会
的
意
味
は
大
き
い
｡
ひ
ま
わ
-

公
設
や
法
テ
ラ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
が
過
疎
地
で
繰
-
広
げ
る
ド
ラ
マ
を
大
き
-
社
会
に
紹
介
し
､
過
疎
地
解
消
､
さ
ら
に
は
､
弁
護

士
の
大
都
市
偏
在
を
是
正
す
る
こ
と
に
社
会
全
体
が
取
-
組
む
こ
と
を
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
｡
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第

五

明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
司
法
改
革
に
対
す
る
国
の
ス
タ
ン
ス

T

意
見
書
は
､
今
後
､
国
民
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
け
る
法
的
需
要
は
量
的
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
､
質
的
に
多
様
化
､
高
度
化

す
る
と
予
想
し
､
法
曹
人
口
の
大
幅
な
増
加
を
図
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
し
､
裁
判
官
､
検
察
官
の
大
幅
な
増
員
が
不
可
欠
で

あ
る
と
う
た

っ
た

(五
九
頁
､
六
〇
頁
)
｡
そ
の
た
め
に
は
財
政
面
で
の
十
分
な
手
当
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
､
政
府
に
対
し
て
､
司

法
制
度
改
革
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
､
特
段
の
配
慮
を
求
め
た

(
二

六
頁
)
｡
司
法
改

革
は
､
｢
こ
の
国
の
か
た
ち
｣
の
再
構
築
に
関
わ
る

一
連
の
諸
改
革
の

｢最
後
の
か
な
め
｣
(三
頁
)
と
さ
れ
た
｡
言
い
換
え
れ
ば
､
司
法

改
革
は
国
家
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
｡

と
こ
ろ
が
､
そ
の
後
の
政
府
の
対
応
を
見
て
い
る
と
､
司
法
改
革
は
､
国
家
戦
略
で
は
な
-
な

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
｡

二

二
〇
〇
二
年

(平
成

一
四
年
)
､
小
泉
首
相
は
知
的
財
産
保
護
を
国
家
的
戟
略
に
す
る
と
言
い
だ
し
､
知
的
財
産
戦
略
会
議
を
立

ち
上
げ
､
進
行
中
の
司
法
改
革
推
進
本
部
の
検
討
会
に
知
財
訴
訟
検
討
会
を
追
加
し
た
｡
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)
六
月
､
知
的
財

産
高
等
裁
判
所
設
置
法
が
制
立
し
､
二
〇
〇
五
年

(平
成

一
七
年
)
四
月

一
日
､
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
を
九
番
目
の
高
等
裁
判
所
と
し

て
新
設
し
た
｡
新
破
産
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
､

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
大
規
模
破
産
事
件
を
東
京
､
大
阪
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
｡
消
費
者
破
産
事
件
を
東
京
地
裁
で
処
理
で
き
る
よ
う
な
扱
い
を
し
た
｡

(140)

三

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
刑
事
重
大
事
件
が
前
倒
し
で
本
庁
に
起
訴
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
｡
こ
れ
ま
で
合
議
事
件
を
扱

っ

て
き
た
支
部
に
合
議
事
件
が
起
訴
さ
れ
な
-
な
-
､
本
庁
に
重
大
事
件
が
集
中
す
る
処
理
に
な
-
か
ね
な
い
｡
地
裁
支
部
の
地
盤
沈
下
が
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弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

始
ま
っ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
事
件
数
が
少
な
-
な
っ
た
支
部
の
統
廃
合
が
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
｡
司
法
の
中
央
集
権
化
傾
向
あ
る
い
は
本

庁
集
中
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
｡
そ
れ
が
､
社
会
に
と

っ
て
良
い
こ
と
か
｡

司
法
改
革
の
柱
と
し
て
法
テ
ラ
ス
が
､
弁
護
士
過
疎
の
解
消
に
乗
-
出
し
た
が
､
財
務
省
は
冷
淡
で
あ
る
｡
被
疑
者
国
選
弁
護
料
が
低

額
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
､
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
待
遇
や
勤
務
条
件
に
も
問
題
が
多
い
｡
小
さ
な
裁
判
所
支
部
で
は
､
執
行
事
件
を

扱
わ
な
-
な
-
､
本
庁
や
近
-
の
大
支
部
に
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
｡
こ
う
し
た
､
地
方
裁
判
所
支
部
の
機
能
縮
小
を
批
判
す

る
芦
が

｢
ひ
ま
わ
-
弁
護
士
奮
闘
記
｣
に
書
か
れ
て
い
る
｡
留
萌
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
の
足
立
散
大
弁
護
士

(五
六
期
)
は
､
自

分
が
赴
任
し
た
こ
と
で

｢弁
護
士
過
疎
｣
は
解
消
さ
れ
た
が
､
旭
川
地
方
裁
判
所
留
萌
支
部
に
は
､
判
事

･
検
事
は
お
ろ
か
副
検
事
が
い

な
い
と
指
摘
し
､
支
部
の
機
能
縮
小
に
疑
問
を
ロ王
し
て
い
る
｡
刑
事
の
身
柄
事
件
は
全
件
が
本
庁
に
移
送
さ
れ
､
破
産
事
件
も
本
庁
扱
い

で
あ
-
､
民
事
執
行
業
務
の
多
-
が
､
本
庁
に
集
約
さ
れ
た
｡
国
は
､
事
後
規
制
社
会
へ
の
転
換
と
司
法
の
充
実
な
ど
と
言
っ
て
い
る
が
､

現
実
に
は
､
司
法
機
能
を
あ
か
ら
さ
ま
に
削
減
し
て
い
る
｡
｢今
後
は
､
『司
法
過
疎
』
解
消
に
向
け
た
活
動
を
各
方
面
に
求
め
｣
た
い
と

結
ん
で
い
る

(九
頁
)｡

根
室
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
岩
田
明
子
弁
護
士

(五
六
期
)
は
､
釧
路
地
方
裁
判
所
根
室
支
部
の
開
廷
日
は
､
原
則
と
し
て
月

に
四
日
し
か
な
い
の
で
期
日
が
入
-
に
-
い
上
､
検
事
が
常
駐
し
て
い
な
い
の
で
､
在
宅
事
件
以
外
の
刑
事
事
件
は
全
て
本
庁
起
訴
に

な

っ
て
し
ま
う
こ
と
､
身
柄
事
件
の
記
録
を
読
み
に
行
-
だ
け
で
､
本
庁
ま
で
往
復
四
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る

と
訴
え
て
い
る
｡
そ
し
て
､
解
消
す
べ
き
は

｢弁
護
士
過
疎
｣
に
と
ど
ま
ら
ず
､
根
本
的
に
は

｢司
法
過
疎
｣
で
あ
る
と
し
､
裁
判
官
と

検
察
官
の
増
員
を
求
め
て
い
-
こ
と
が
必
要
で
あ
-
､
弁
護
士
業
界
内
の
議
論
で
は
な
-
､
広
-
､
外
部
に
向
け
て
司
法
の
充
実
を
訴
え

て
行
-
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
｡
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四

検
察
官
の
不
在
支
部
は
､
右
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
､
解
消
さ
れ
て
い
な
い
｡
裁
判
員
裁
判
に
対
応
す
る
と
の
大
義
名
分
か
ら
､
検

察
庁
は
地
検
本
庁
に
人
員
を
集
中
し
て
い
る
｡
日
弁
連
が
､
弁
護
士
過
疎
解
消
に
努
め
て
い
る

一
方
で
'
裁
判
所
や
検
察
庁
が
む
し
ろ
､

地
方
の
支
部
を
縮
小
し
て
い
る
こ
と
は
由
々
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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五

小
さ
な
司
法
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
司
法
行
政
が
行
わ
れ
､
そ
の
結
果
'
裁
判
員
裁
判
の
準
備
の
陰
に
隠
れ
て
裁
判
所
支
部
の
地
盤

沈
下
が
進
行
し
て
い
る
｡
司
法
試
験
合
格
者
が
増
え
て
い
る
が
､
判
事
補
と
検
事
の
増
員
は
顕
著
で
は
な
-
'
弁
護
士
の
み
が
増
員
が
さ

れ
続
け
て
い
る
｡
市
民
の
た
め
の
司
法
改
革
を
目
指
し
た
熱
気
は
な
-
な

っ
て
お
-
､
経
済
団
体
や
国
会
議
員
の
中
に
も
司
法
改
革
を
推

進
す
る
勢
力
は
見
え
な
-
な

っ
て
い
る
｡
こ
う
し
た
中
で
､
日
弁
連
は
､
司
法
改
革
を
進
め
る
推
進
者
の
役
割
を
引
受
け
る
覚
悟
を
改
め

て
固
め
る
べ
き
で
あ
る
｡
日
弁
連
は
､
弁
護
士
過
疎
だ
け
で
は
な
-
､
裁
判
官
､
検
察
官
不
足
が
も
た
ら
し
て
い
る
司
法
過
疎
の
問
題
点

を
指
摘
し
､
そ
の
解
消
に
向
け
た
提
起
ま
で
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(142)

第

六

弁
護
士
過
疎
解
消
の
困
難
性
と
新
し

い
動
き

一

弁
護
士
過
疎
が
､
わ
が
国
の
政
治
経
済
等
の
中
央
集
権
的
傾
向
と
関
連
し
て
お
り
'
仮
に
法
曹
人
口
の
増
加
が
実
現
し
て
も
､
解

消
の
見
通
し
は
困
難
で
あ
る
'
法
曹
の
み
の
努
力
に
よ

っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
国
民
的
､
社
会
的
な
基
盤
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
臨
司
意
見
書
の
指
摘
は
､
今
も
妥
当
す
る
｡
し
か
も
､
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

｢失
わ
れ
た

一
〇
年
｣
を
経
て
'
大
都
市
と
地
方
と
の
格

差
の
拡
大
､
中
流
層
の
二
極
分
解
､
貧
困
層
の
増
大
等
に
よ
っ
て
､
地
方
の
過
疎
化
や
都
市
部
に
お
け
る
格
差
が
な
お
進
行
し
て
い
る
た

め
に
､
弁
護
士
過
疎
と
大
都
市
偏
在
は
社
会
的
要
因
に
よ

っ
て
存
在
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
の
た
め
に
､
弁
護
士
過
疎
解



(143)
弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

消
の
事
業
は
､
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
｡
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
､
日
弁
連
だ
け
の
努
力
で
は
と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
｡
し
か

し
､
日
弁
連
の
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
の
活
躍
だ
け
で
な
-
､
注
目
す
べ
き
動
き
が
出
て
い
る
｡
臨
司
三
グ
ル
ー
プ
の

l
つ
で
あ
る

四
〇
弁
護
士
会
の
会
員
数
が
弁
護
士
数
全
体
に
占
め
る
割
合
が
､
二
〇
〇
四
年
ま
で

一
貫
し
て
減
少
し
て
き
た
の
に
､
二
〇
〇
五
年
､
二

〇
〇
六
年
と
僅
か
で
あ
る
が
増
加
に
転
じ
た
の
で
あ
る

(資
料
8
･
9
)｡
日
弁
連
の
運
動
に
よ
っ
て
地
域
司
法
に
対
す
る
理
解
が
進
み
､

地
域
で
働
-
こ
と
を
決
意
し
た
弁
護
士
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
流
れ
を
大
き
-
L
t
弁
護
士
過
疎
の
解
消
､
さ

ら
に
は
､
司
法
過
疎
の
解
消
に
向
か

っ
て
い
-
た
め
に
は
､
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
-
､
地
方
自
治
体
､
地
元
の
経

済
団
体
､
労
働
団
体
､
消
費
者
団
体
､
福
祉
団
体
な
ど
の
支
援
を
得
て
､
共
同
の
事
業
と
し
て
取
-
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
､つ
｡

二

ま
た
､
そ
の
課
題
の
大
き
さ
か
ら
す
る
と
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
協
同
作
業
に
取
-
組
む
べ
き
で
あ
る
｡
と
り
わ
け
､
二
〇

〇
九
年
､
被
疑
者
国
選
の
対
象
事
件
が
拡
大
す
る
｡
多
-
の
弁
護
士
が
被
疑
者
弁
護
事
件
を
受
任
し
な
い
と
対
応
で
き
な
い
｡
と
こ
ろ

が
'
二
〇
〇
七
年
七
月
現
在
'
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
と
契
約
し
た
弁
護
士
が

一
人
年
間

一
〇
件
の
被
疑
者
国
選
事
件
を
受
任
し
た
と
し
て

も
'
対
応
し
き
れ
な
い
｡
そ
こ
で
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
が
雇
用
す
る
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
が
刑
事
被
疑
者
国
選
事
件
を
受
任
す
る
よ
う
に

す
る
と
構
想
し
て
い
る
が
､
契
約
弁
護
士
だ
け
で
は
ま
か
な
え
な
い
事
件
数
を
処
理
で
き
る
だ
け
の
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
が
確
保
で
き
て
い

な

い

｡
元
来
､
被
疑
者
弁
護
の
充
実
を
訴
え
て
当
番
弁
護
士
を
開
始
し
､
全
国
展
開
し
て
き
た
の
は
日
弁
連
で
あ
り
､
被
疑
者
国
選
を
制
度
化

す
る
よ
う
に
求
め
た
の
も
日
弁
連
で
あ

っ
た
｡
よ
う
や
く
'
制
度
が
実
現
し
た
と
い
う
の
に
'
契
約
弁
護
士
が
増
え
な
い
と
い
う
の
は
､

143

弁
護
士
会
の

一
部
に
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
が
法
務
省
の
管
轄
す
る
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
事
業
に
は
協
力
し
な
い
と



144

い
う
空
気
が
弁
護
士
会
の

1
部
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
た
し
か
に
､
被
疑
者
国
選
は
'
従
前
の
刑
事
国
選
と
同
じ
よ
う
に
､
弁
護
士
会
の

推
薦
と
裁
判
所
の
選
任
で
運
営
す
べ
き
で
あ

っ
た
が
'
運
動
の
不
足
と
力
関
係
に
よ

っ
て
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
と
契
約
す
る
こ
と
が
条
件

に
な

っ
た
｡
力
関
係
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
直
視
し
な
い
で
､
原
則
論
だ
け
を
繰
-
返
し
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に

l
切
関
与
し

な
い
態
度
を
継
続
す
る
こ
と
は
観
念
論
で
あ
る
｡
そ
の
よ
う
な
態
度
は
'
現
に
あ
る
､
各
地
の
弁
護
士
過
疎
を
放
置
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
｡
確
か
に
､
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
絶
え
ず
官
僚
的
に
行
わ
れ
て
い
-
恐
れ
が
あ
る
が
､
だ
か
ら
こ
そ
､
刑
事
弁
護
の
担
い
手

で
あ
る
弁
護
士
が
こ
の
組
織
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
､
監
視
し
､
運
営
の
改
善
に
努
め
て
行
-
べ
き
で
あ
る
｡
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町
弁
待
望
論

こ
の
よ
う
に
､
弁
護
士
過
疎
解
消
運
動
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
､
す
で
に
見
た
よ
う
に
､
こ
の
運
動
は
､
わ

が
国
が
抱
え
る
政
治
､
経
済
､
社
会
全
般
に
渡
る
問
題
に
切
-
込
む
や
-
甲
斐
の
あ
る
事
業
で
あ
る
｡
す
で
に
運
動
に
参
加
し
て
き
た
若

手
弁
護
士
に
続
-
､
分
厚
い
層
の
公
益
的
活
動
に
志
を
持

っ
た
弁
護
士
群
の
登
場
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
あ
ら
ゆ
る
過
疎
地
で
､
ま
た
過

疎
地
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
弁
護
士
が
不
足
し
て
い
る
全
国
の
町
で
､
地
域
密
着
型
の
弁
護
士
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
志
を
持

っ
た

｢町

弁
｣
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡

(144)

第
七

地
域
密
着
型
法
科
大
学
院

の
可
能
性

一

地
域
で
働
-
法
曹
を
養
成
す
る
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ

神
奈
川
大
学
法
科
大
学
院
は
地
域
密
着
型
法
科
大
学
院
で
あ
る
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
｡
開
校
以
来
､
そ
の
都
度
､
そ
の
意
義
に
つ
い



(145
弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
一 地域密着型法科大学院の立場から-

て
議
論
し
て
き
た
が
､
そ
の
意
義
を
深
め
る
べ
き
時
代
が
到
来
し
た
と
思
わ
れ
る
｡

す
で
に
見
た
よ
う
に
､
日
弁
連
は
､
弁
護
士
過
疎
解
消
に
向
け
た
本
格
的
な
運
動
に
取
-
組
も
う
と
し
て
い
る
｡
こ
の
運
動
は
､

一
九

九
三
年

(平
成
五
年
)
の
ゼ
ロ
ワ
ン
マ
ッ
プ
発
表
以
来

l
五
年
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
て
き
て
お
-
'
二
〇
〇
〇
年

(平
成

〓

1年
)
の

石
見
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
設
置
以
来
の
実
践
の
中
で
､
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
｡
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

｢失
わ
れ
た

一
〇
年
｣

を
経
た
わ
が
国
の
社
会
は
､
こ
う
し
た
公
益
的
活
動
に
全
力
で
取
-
組
む
志
を
持

っ
た
弁
護
士
を
大
量
に
求
め
て
い
る
｡
そ
の
養
成
は
社

会
的
意
義
の
あ
る
大
事
業
で
あ
る
｡

二

こ
れ
ま
で
は
､
司
法
研
修
所
を
卒
業
し
た
修
習
生
を
､
過
疎
地
で
働
-
こ
と
を
希
望
す
る
弁
護
士
を
養
成
す
る
事
務
所
が
受
け
入

れ
､
新
人
弁
護
士
は
､

二

二
年
の
養
成
期
間
の
後
に
､
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
に
赴
任
し
て
行

っ
た
｡
し
か
し
､
養
成
事
務
所
の

数
は
限
ら
れ
て
い
た
｡
こ
れ
か
ら
は
'
そ
う
し
た
志
を
持

っ
た
優
秀
な
人
材
を
受
け
入
れ
､
そ
の
問
題
意
識
を
育
て
る
役
割
を
法
科
大
学

院
が
引
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
言
い
換
え
れ
ば
､
弁
護
士
過
疎
解
消
運
動
の
本
格
的
展
開
の
拠
点
と
し
て
地
域
密
着
型
法
科

大
学
院
が
名
乗
-
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
こ
の
旗
に
は
社
会
的
な
根
拠
が
あ
-
､
こ
の
旗
を
掲
げ
た
法
科
大
学
院
に
､
志

を
持

っ
た
社
会
人
や
他
学
部
出
身
者
が
集
ま

っ
て
-
る
可
能
性
が
あ
る
｡

本
学
は
､
そ
う
し
た
法
科
大
学
院
と
し
て
の
方
向
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
合
格
者
数
を
競
う
競
争
が
激
化
し
て
お
-
､

法
科
大
学
院
の
生
き
残
-
を
か
け
た
た
た
か
い
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
｡
し
か
し
､
今
､
日
弁
連
で
行
わ
れ
て
い
る
議
論

を
考
慮
す
れ
ば
､
弁
護
士
過
疎
地
や
弁
護
士
の
少
な
い
地
方
あ
る
い
は
地
域
で
働
ら
-
意
欲
を
持

っ
た
人
材
の
養
成
に
重
点
を
置
い
た
法

科
大
学
院
教
育
こ
そ
､
時
代
の
要
請
に
か
な

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
｡

145
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プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
法
曹
養
成
の
中
核
と
し
て
の
法
科
大
学
院
の
再
定
義

司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
は
､
法
科
大
学
院
は
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
法
曹
養
成
の
中
核
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た

(六
二
頁
)
｡
そ

こ
で
は
､
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
言
葉
は
､
法
学
教
育
､
司
法
試
験
､
司
法
修
習
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
｡

ま
た
､
有
名
な
言
葉
で
あ
る
が
'
法
科
大
学
院
で
は
､
法
理
論
教
育
を
中
心
と
し
つ
つ
実
務
教
育
の
導
入
部
分
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
､
実
務
と
の
架
橋
を
強
-
意
識
し
た
教
育
を
行
う
べ
き
だ
と
し
て
い
た

(六
六
頁
)
｡
実
務
教
育
の
導
入
部
分
と
は
'
要
件
事
実
や

事
実
認
定
に
関
す
る
基
礎
的
部
分
で
あ
る
と
し
て
い
る

(六
六
頁
)
｡

当
初
､
こ
こ
で
言
う
基
礎
的
部
分
が
ど
こ
ま
で
の
こ
と
を
指
す
の
か
は
っ
き
-
と
し
て
い
な
か
っ
た
｡
が
､
今
で
は
'
合
格
後
､
い

き

な
り
実
務
修
習
に
入
る
こ
と
と
の
関
連
で
､
そ
の
意
味
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
｡
こ
れ
ま
で
の
実
務
修
習
は
､
裁
判
所
､
検
察
庁
で
あ

れ
弁
護
修
習
で
あ
れ
､
司
法
研
修
所
の
前
期
修
習
を
履
修
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
｡
そ
の
水
準
は
､
今
も
変
わ
ら
な
い
｡

と
し
た
ら
､
法
科
大
学
院
で
は
､
少
な
-
も
､
実
務
修
習
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
教
育
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
も
､
実
務

修
習
の
期
間
が
か
つ
て
の
四
ケ
月
か
ら
二
ケ
月
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
､
法
科
大
学
院
に
お
け
る
実
務
基
礎
科
目
の
役
割
は

｢導
入
部
分
｣
と
い
う
語
感
か
ら
か
ら
-
る
役
割
以
上
に
重
要
で
あ
る
｡
｢法
曹
養
成
の
中
核
｣
と
し
て
の
法
科
大
学
院
の
役
割
に
つ
い
て

再
定
義
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(146)

四

学
内
法
律
事
務
所
の
設
立

そ
う
考
え
る
と
'
実
務
家
教
員
に
よ
る
実
務
基
礎
科
目
と
､
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
｡

生
き
た
法
律
相
談
を
通
し
て
実
務
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
民
事
だ
け
で
は
な
-
刑
事
'
公
法
の
各
分
野
に
わ

た
っ
て
充
実
さ
せ
る
方
法
と
し
て
､
学
内
法
律
事
務
所
の
創
設
が
期
待
さ
れ
る
｡
卒
業
生
で
あ
る
合
格
者
が
弁
護
士
資
格
取
得
後
､
学
内
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法
律
事
務
所
に
勤
務
し
､
事
件
を
受
任
し
て
処
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
､
実
務
家
教
員
の
指
導
の
も
と
に
学
生
が
関
与
す
る
｡
リ
ー
ガ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
系
統
的
に
実
務
に
触
れ
る
機
会
が
保
証
さ
れ
る
｡
地
域
密
着
型
法
科
大
学
院
と
し
て
は
､
過
疎
地
派
遣
弁
護
士
を
養
成

す
る
役
割
が
あ
る
の
で
､
弁
護
士
は
､
学
内
法
律
事
務
所
で

1
､
二
年
勤
務
し
た
後
に
､
ひ
ま
わ
-
基
金
法
律
事
務
所
や
ス
タ
ッ
フ
弁
護

士
と
し
て
､
地
方
に
赴
任
し
て
い
-
｡
ま
た
､
任
期
開
け
後
の
受
け
入
れ
場
所
と
し
て
も
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
や
が
て
は
､
裁

判
官
の
他
職
経
験
の
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
る
｡
裁
判
官

へ
の
任
官
や
本
学
の
実
務
教
員

へ
の
転
身
も
構
想
で
き
る
｡
そ
の
意
味
で
'

都
市
型
公
設
事
務
所
と
し
て
の
機
能
を
持

っ
た
学
内
法
律
事
務
所
が
望
ま
し
い
｡
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第

八

終
わ
り
に

学
生
は
､
法
曹
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
､
法
科
大
学
院
に
進
学
し
て
き
た
｡
し
か
し
､
司
法
試
験
を
め
ぐ
る
状
況
は
､
制
度
設
計
当
時

に
想
定
さ
れ
た
も
の
と
は
る
か
に
異
な
り
､
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
｡
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書

(二
〇
〇

1
年
六
月
)
は
'

卒
業
生
の
七
､
八
割
が
合
格
す
る
も
の
と
し
て
法
科
大
学
院
を
構
想
し
た
｡
し
か
し
､
現
実
に
は
新
司
法
試
験

t
年
目
が
約
五
〇
%
､
二

年
目
の
今
年
が
四
〇
%
弱
､
今
後
は
さ
ら
に
減
少
し
て
二
〇
%
台
に
ま
で
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
た
し
か
に
､
｢仕
事
を
捨
て
､
人

生
を
か
け
て
挑
戟
し
た
の
に
､
裏
切
ら
れ
た
｣
と
の
思
い
を
砲
-
学
生
が
い
て
も
お
か
し
-
な
い
｡
し
か
し
､
二
〇
%
台
の
合
格
率
は
､

制
度
設
計
当
時
言
わ
れ
た
数
字
を
は
る
か
に
下
回
る
が
､
司
法
試
験
の
合
格
率
が
か
つ
て

一
%
台
だ

っ
た
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
､

合
格
率
は
大
幅
に
上
が
っ
て
い
る
｡
志
を
持
つ
者
に
と

っ
て
､
け
し
て
高
す
ぎ
る
壁
で
は
な
い
｡

法
科
大
学
院
の
将
来
と
自
分
の
将
来
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
学
生
に
私
が
言
い
た
い
の
は
､
今
が
ど
う
い
う
時
代
か
'
司
法
は
こ
の
時

代
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
､
を
ま
ず
考
え
て
は
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
次
に
､
弁
護
士
､
弁
護
士
会
が
そ
の
状
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況
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か

っ
て
い
る
か
を
知

っ
て
ほ
し
い
｡
そ
し
て
､
な
ぜ
､
君
は
こ
の
時
代
に
法
曹
を
目
指
す
の
か
､
自
分
は
'
こ

1

の
時
代
の
日
本
社
会
の
中
で
法
律
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
い
の
か
､
を
考
え
て
は
し
い
の
で
あ
る
｡

神奈川法学第40巻第 1号 2007年(148)
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- 地域密着型法科大学院の立場から-

○大学入試センター適性試験

大学入試センター適性試巌受廉者数推移

②受験者専攻別
平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

法学部 20719(58.3%)13219(62.1%)11995(67.4%)11394(68_5%) 9842(68.9%)
.法学部以外 10442(29.4%) 5964(28,1%) 4386(24.6%) 3997(24.0%) 3369(23.6%)
理系学部 359ー(10.1%) 2115(9_9%) ー4ー0(7ー9%) 1234(7ー4%) 1055(7.3%)

①大学入試センター適性試韓受験音数推移

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

②受験者専攻別(割合)

平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年

+法学部-好-法学部以外+理系学部一偲-無記入



(150) 神奈川法学第40巻第 1号 2007年

a)受検者専攻別
平成ー5年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

法種 9282(50.5%)425ー(34.7%)6458(67.4%)7678(68.8%)7370(68_8%)
法律以外の文型 3088(ー6.8%) 1155(9.4%) ー977(20_6%)2ー72(t9.5%)2100(19.6%)
自然科学.理工 768(4.1%) 252(2.0%) 516(5.3%) 559(5.0%) 554(5.一%)

6)年齢別
平成15年度 平成t6年度 平成17年度 平成ー8年度 平成19年度

～19歳 52(0_2%) 9(0_0%) 0(0.0%) o(o_0%) 0(0.0%)
20歳-24歳 7583(41.3%)6210(50.7%)5254(54.8%)6115(54_9%)6008(56.2%)
25達-29歳 4789(26.1%)2799(22.9%)2ー07(22_0%)2445(21.9%) 2215(20_7%)
30達～39鼓 4187(22.8%) 2304(18_8%) 1579(ー6_5%)ー896(17_0%)1791(16_7%)
40歳～49歳 1219(6.6%) 652(5_3%) 482(5.0%) 513(4_6%) 487(4_6%)
50崖以上 503(2_7%) 275(2,2%) 156(1.6%) ー75(1.6%) 197(一一8%)

① 日弁連法務研究財団適性試験受演者数推移

…州仙仙御
伽
棚

仙

仙

御

｡
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成t9年度

②受験者専攻別(割合)

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

～19兼 20iE～24丑 25鼓～29iE 30生～39戎 40速～49諾 50炭以上 不明

法t車以外の文型自然科学･理工

-戟-平成76年度
4 -平成17年度

懲 平成18年度
-づlトー平成19年度
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- 地域密着型法科大学院の立場から-

○適性試験受験者資料
大学入試センタ一･日弁連法務研究財団 合計

適性試験受験
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

C2)受験者専攻別
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成ー9年度法律 3000ー(55.7%)17470(52_1%)ー8453(67.4%)19072(68.7%)17212(68.9%)法律以外の文型 13530(25,1%) 71ー9(21.2%) 6363(23.2%) 6ー69(22.2%) 5469(21.9%)自然科学.理工4359(8.1%) 2367(7.1%) 1926(7.0%) 1793(6.5%) 1609(6.4%)

(9適性試鼓受簾者数推移

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

(診受験者専攻別(割合)

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

.+ 法律
E-感-法律以外の文型

烏 二三霊芝芸諾 エ
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○文部科学省発表 法科大学院入学者選抜実施状況の概要 資料4-1

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年
法学既習者 2350(40.7%)2063(37_2%)2179(37.7%)2ー69(38.0%)
法学東低者 3417(59_3%)348ー(62_8%)3605(62.3%)3544(62.0%)

3.社会人の入学状況

2792(48.4%)2091(37.7%)1925(33.1%)1834(32.1%)

4.出身学部系統別の入学状況
平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

法学 3779(65.5%)3884く70ー1%)4150(71.7%)4223(73_9%)

＼
LT

＼ 二 † _.ー‥一一⊥

平成16年 平成17年 平成18年

2入学状況(割合)

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

L二や二法苧未修者
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- 地域密着型法科大学院の立場から-

3社会人の入学状況(割合)

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

4出身学部系統別の入学状況(割合)

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年
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1.A豊豊里吸社会人経験者

神奈川法学第40巻第 1号 2007年

神奈川大学法科大学院入学者データ

2.入学者中の他学部出身者

2004年任 m 5年LZ2006年度 2DO7年度

社会人軽装(名)

堆騒音 東経農肴

2004年度 22 (44.0%) 28 (56.OS)

2005年度 17 (36.2%) 30 (63.8%)

2006年度 20 (42.6%) 27 (57.4%)

2007年度 ー3 (26.5%) 36 (73_5%)

3入学者の平均年齢

2Em 寺庄 加 5年ま 2006与圧 2007年度

平均年齢(義)

~~平均年齢

2004年度 28

2005年度 27.1

2006年度 29.6

2007年度 26_5

200t年LE2005年度 2CO6年度 21XI7年JX

出身学部(名)

法学喪 他学部

-2004年度 26 (52_0%) 24 (48_0%)

2005年度 26 (55.3%) 21l(44_7%)

2006年度 26 (55.3%) 2ー (44ー7%)

2007年度 33 (67.3%) 16 (32_7%)

4入学者の出身大学の割合

loos

75芳

501

25ヽ

0ヽ

出身大学(名)

神索郎大学 他大学

2004年度 37; (6.0%) 47;(94.0%)

2005年度 3壬 (6.4%) 44 (93_6%)

2006年度 5…(10ー6%) 42 (89,4%)

2087年度 12i(24.5%) 37 (75.5%)
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- 地域密着型法科大学院の立場から-

会員数の推移と増加率

年度 S24 29 34 39 44 49 54 59 H元 6 日 16 増加率 増加率
(西暦) ー949 1954 1959 ー964 1969 1974 1979 1984 1989 1994 1999 2004 l954-200 1964-200

北港道弁札幌 66 70 8ー 86 111 146 ー85 217 244 277 315 364 552% 449%

函館 21 21 ー8 ー6 14 15 20 21 19 22 23 30 143% 167%

旭川 15 14 14 ー7 16 19 19 19 22 20 25 35 233% 250%

釧路 ー3 15 15 13 17 16 20 21 22 21 22 36 277% 240%逮小計 115 120 128 ー32 158 196 244 278 307 340 385 465 404% 363%

東北弁 仙台 82 85 82 86 91 108 129 148 162 185 210 234 285% 285,i

福島県 67 58 57 51 53 63 68 71 7ー 70 81 89 13:1ヽ 156%

山形県 38 35 29 30 33 30 34 38 46 45 51 55 145% 190,i

岩手 27 28 23 24 30 32 31 33 33 33 41 59 219% 257%

逮 秋田 37 33 33 33 29 31 30 40 47 49 49 52 141% 158%
青森 33 29 30 27 31 35 35 36 37 43 40 43 130ヽ 143,i

小計 284 268 254 251 267 299 327 366 396 425 472 532 187% 209%

関弁 東京 1396 1457 1641 19ー0 2272 2594 2765 2893 3164 3439 3872 4707 337% 287%

第-東京 487 560 609 725 897 1112 1278 1416 ー598 1744 2022 2725 560% 447%

第二東京 416 446 546 721 930 日60 1296 1415 1552 1765 2043 2824 6ー9ヽ 51771

横浜 一一5 138 ー48 190 237 307 382 459 509 564 674 786 683,i 531%

埼玉 59 56 56 65 74 96 134 171 194 225 283 358 607% 639%

千葉県 73 79 82 80 90 ー09 137 166 191 215 254 322 441% 393%

茨城県 50 55 53 47 50 58 76 79 78 84 94 108 2ー6% 204%

逮 栃木県 69 57 57 53 56 58 68 77 83 88 95 loヰ ー5一% ー82%
群馬 45 41 44 42 54 67 87 99 109 日6 123 142 316% 323%

静岡 96 101 89 89 107 123 147 160 184 ー92 212 231 241% 260!l

山梨 37 35 35 35 39 40 43 44 47 44 51 66 178% 189%

長野 70 61 60 48 52 56 70 87 96 98 105 123 176!i 205,i

新潟 66 67 65 66 65 77 100 113 日2 111 12ー ー44 218% 222%

小 2979 3153 3485 4071 4923 5857 6583 7179 79ー7 8685 9949 ー2640 424ti 363%

名古屋 207 205 220 260 339 429 499 569 625 706 804 970 469Ii 441%

三重 44 36 38 41 41 39 48 55 51 60 67 84 191,i 221,i

中 岐阜県 48 40 40 38 47 47 62 64 74 78 86 101 210% 253,i

部弁 福井 36 32 30 25 27 28 29 29 32 33 38 47 131ヽ 1571i

逮 金沢 47 44 42 42 51 57 63 70 70 67 76 87 185% 207%
富山県 30 26 26 28 3ー 37 40 43 51 50 51 59 T97% 227%

イヽ計 412 383 396 434 536 637 741 830 903 994 1122 1348 327% 340%

近弁 大阪 584 637 717 842 日.03 13ー9 154ー 1723 1887 2112 2406 2890 495% 403,i

京蔀 ー93 168 ー56 ー58 174 191 207 226 257 274 308 376 ー95% 241%

神戸 179 183 199 205 236 281 300 320 325 344 381 469 262% 236%

奈良 31 21 17 18 21 26 33 37 53 56 70 97 3ー3% 571ヽ

逮 滋賀 25 22 20 17 22 2ー 25 30 32 37 42 59 236% 295%

和歌tll 42 43 40 33 33 43 46 53 57 58 62 74 ー76% ー85～

小計 1054 1074 1149 1273 1589 ー881 2152 2389 26日 288ー 3269 3965 376,i 345%

中 広島 99 100 103 107 131 148 177 209 220 236 259 296 299% 287%山口県 70 65 61 64 62 55 48 60 58 62 66 80 114ヽ 131ヽ

国井逮 岡山 87 80 83 82 84 87 日0 123 131 151 164 191 220% 230,i
鳥取県 26 25 24 24 26 27 21 22 26 25 24 28 108ヽ 117%

島根県 24 20 21 21 21 18 22 22 21 21 21 29 121,i 138%

小計 306 290 292 298 324 335 378 436 456 495 534 624 204,i 214ヽ

四 香川県 40 36 36 39 49 5ー 58 70 76 83 83 88 220% 244%
徳島 31 32 30 29 28 26 29 34 41 45 52 51 165ヽ 170,(

質井 高 知 45 36 41 41 41 46 55 56 56 48 49 57 ー27ヽ 139%

逮 * * 70 62 5ー 52 61 57 66 66 74 77 82 93 133% 182%
小 計 186 166 158 161 ー79 180 208 226 247 253 266 289 155ヽ 1831i

九弁逮 福岡県 189 172 186 200 258 326 365 400 443 49ー 552 656 347% 353%

佐箕県 41 34 32 28 29 28 29 30 28 26 36 48 日 ーヽ ー50%

長崎県 43 44 52 53 44 48 60 65 64 65 68 76 1771i 146ヽ

大分県 64 50 48 54 51 54 55 61 6ー 63 65 75 117% 156%

熊本県 79 68 64 65 60 62 69 85 93 101 ー06 132 ー67% 206%

鹿児島県 48 49 48 40 36 37 43 55 61 67 76 90 I88% 188%

宮崎県 27 28 29 22 24 30 30 35 42 50 48 61 226% 210%

沖縄 145 157 169 ー71 172 178 184 ー27,i 127%

イヽ計 491 445 459 462 502 730 808 900 963 1035 一一29 1322 269ti 288%

合計 5827 5899 632ー 7082 8478 10115 11441 12604 13800 15ー08 ー7126 21185 3641i 3351i
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1東京3会とそれ以外の全体に占める割合

(西暦) 1949 1954 1959 1964 1969 ー974 1979 1984 1989 1994 1999 2004

東京3Aコ:一東京 1396 1457 1641 1910 2272 2594 2765 2893 3164 3439 3872 4707

第一東京 487 560 609 725 897 1112 1278 1416 1598 1744 2022 2725

第二東京 416 446 546 721 930 1160 1296 1415 1552 1765 2043 2824

小計 2299 2463 2796 3356 4099 4866 5339 5724 6314 6948 7937 10256

育,令 39.45% 4175% 44.23% 47ー39,i 48_35% 48_11% 46.67% 45.41% 45_75% 45_99,～ 46.34% 48.41%

横浜 115 138 148 ー90 237 307 382 459 509 564 674 786

埼玉 59 56 56 65 74 96 134 171 194 225 283 358

千葉県 73 79 82 80 90 109 137 166 191 2ー5 254 322

茨城県 50 55 53 47 50 58 76 79 78 84 94 108

関東10県 栃木県 69 57 57 53 56 58 68 77 83 88 95 104

群馬 45 41 44 42 54 67 87 99 109 日6 ー23 142

静岡 96 101 89 89 ー07 123 147 160 184 192 212 23ー

山梨 37 35 35 35 39 40 43 44 47 44 5ー 66

長野 70 61 60 48 52 56 70 87 96 98 105 ー23

新潟 66 67 65 66- 65 77 100 113 112 11ー 12ー ー44

小計 680 690 689 715 824 991 1244 1455 1603 1737 2012 2384

3% ll.67% ll,70≠ 10.90% 10.10% 9.72% 9_80% 10.87% ll.54% ll.62% ll.50% ー1.75% ll.25%

2.東京3会､横浜､千葉､埼玉とそれ以外の7県

(西暦) 1949 1954 1959 1964 1969 1974 1979 1984 1989 1994 1999 2004

東京 1396 1457 1641 1910 2272 2594 2765 2893 3164 3439 3872 4707

東京3AE 莱-東京 487 560 609 725 897 1112 1278 1416 1598 1744 2022 2725

第二東京 416 446 546 721 930 1160 1296 1415 1552 1765 2043 2824

小 2299 2463 2796 3356 4099 4866 5339 5724 6314 6948 7937 10256

幸l合 39.45% 4175% 44.23% 47.39% 48.35% 48.日% 46.67% 45.41% 45_75% 45_99% 46_34,i 48.41%

関 横浜 115 138 148 190 237 307 382 459 509 564 674 786

埼玉 59 56 56 65 74 96 134 171 194 225 283 358

千葉県 73 79 82 80 90 109 137 166 191 2ー5 254 322

小計 247 273 286 335 401 512 653 796 894 1004 1211 1466

書l合 4_24% 4.63% 4.52% 4ー73% 473% 5_06% 5.71% 6,32% 6ー48% 6.65% 7.07% 6.92%

茨城県 50 55 53 47 50 58 76 79 78 84 94 108

東10県 栃木県 69 57 57 53 56 58 68 77 83 88 95 104

群馬 45 4ー 44 42 54 67 87 99 109 116 123 142

静岡 96 ー01 89 89 107 123 147 160 184 192 212 231

山梨 37 35 35 35 39 40 43 44 47 44 51 66

長野 70 61 60 48 52 56 70 87 96 98 105 123

新潟 66 67 65 66 65 77 100 113 112 111 121 144

小計 433 417 403 380 423 479 591 659 709 733 801 918

舞合 7.43≠ 7.07% 6.38% 5_37% 4_99% 4.74% 5.17% 5_23% 5_14% 4.85,i 4.68% 4.33%

3_大阪の全体に占める割合

(西暦) 1949 1954 1959 1964 1969 1974 1979 1984 1989 1994 1999 2004

大阪 584 637 717 842 1ー03 1319 1541 1723 1887 2112 2406 2890

書l合 10.02% 10.80% ll.34% ll.89% 13.01,i 13.04% 13.47% 13.67% 13.67A',. 13.98% 14.05% 13.64%

4.東京3会と大阪の小計の全体に占める割合

(西暦) 1949 1954 1959 1964 ー969 1974 ー979 1984 1989 1994 1999 2004

東京 1396 1457 ー641 1910 2272 2594 2765 2893 3164 3439 3872 4707

第-東京 487 560 609 725 897 1日2 1278 1416 1598 1744 2022 2725

第二東京 416 446 546 721 930 1160 1296 1415 1552 1765 2043 2824

大阪 584 637 717 842 1103 1319 1541 1723 1887 2112 2406 2890

小計 2883 3100 3513 4198 5202 6185 6880 7447 8201 9060 10343 13146

9% 49_48% 52_55% 55,58% 59_28% 61_36% 61.15% 60.13% 59.08% 59.43% 59.97% 60.39% 62.05%



157 弁護士過疎 ･偏在の解消とその社会的意義
- 地域密着型法科大学院の立場から-

睦司3グループの推移

51 507671 3023

(西r=) 1949 ー954 1959 1964 1969 1974 ー979 1984 l989 ー994 ー999 2004 2005 2CKX;

札偵 66 70 81 86 111 146 ー85 2ー7 244 277 315 364 385 41

仙台 82 85 82 86 91 108 129 1118 162 185 210 234 2一l1 260

斗浜 日5 138 ー48 190 237 307 382 459 509 56JQ 674 786 831 886

名古屋 207 205 220 260 339 429 499 569 625 706 BOA 970 1.009 1061

大阪 584 637 717 842 1.103 1.319 1.5一1 1723 1.887 2.日2 2_406 2.89C 2.970 3052

京蔀 ー93 ー68 ー56 158 ー74 ー91 207 226 257 274 308 376 395 400

♯戸 ー79 ー83 199 205 236 281 300 320 325 344 381 469 491 5ー4

広JL 99 100 ー03 107 131 ー48 177 209 220 236 259 296 SOB 377

7i同県 189 172 186 200 258 326 365 4 443 491 552 656 676 702

(由nF) 1949 1954 1959 T964 1969 1974 197g 1984 1989 1994 ー999 2004 2∝I5 2006

函館 21 21 18 16 14 15 20 21 19 22 23 30 30 32

旭川 15 ー ー 17 16 19 19 19 22 20 25 35 35 39

yl払 ー3 ー5 15 13 17 16 20 21 22 21 22 36 39 44

NlJLA 67 58 57 51 53 63 68 7ー 7ー 70 81 89 93 101

LLI形県 38 35 29 30 33 30 34 38 46 45 51 55 60 6一

岩手 27 28 23 24 30 32 3ー 33 33 33 一1 59 62 66

欣巴 37 33 33 33 29 31 30 40 47 49 49 52 53 55

*轟 33 29 30 27 31 35 35 36 37 43 40 43 46 51

埼玉 59 56 56 65 74 96 ー34 ー7t 194 225 283 358 376 395

千葉県 73 79 B2 80 90 109 ー37 166 197 215 254 322 337 367

茨城県 50 55 53 47 50 58 76 79 78 84 94 ー08 一一7 ー31

栃木県 69 57 57 53 56 58 68 77 83 88 95 104 108 ll

拝島 45 一日 4一 42 54 67 87 99 109 日6 123 142 ー45 ー53

片岡 96 ー01 89 89 ー07 123 147 160 184 ー92 2ー2 23ー 234 252

山梨 37 35 35 35 39 48 43 44 47 44 51 66 66 69

長野 70 61 48 52 56 70 87 96 98 105 123 126 133

*果 66 67 65 66 65 77 loo 113 112 111 ー21 144 1一8 160

三1 36 38 41 ■1 39 48 55 51 60 67 84 85 813

岐阜県 48 38 47 47 62 64 74 78 86 101 loo 108

福井 36 32 30 25 27 28 29 29 32 33 38 47 58 55

金沢 47 44 42 42 St 57 63 70 70 67 76 87 94 102

TLLJA 30 26 26 28 31 37 43 51 5ー 59 59 6ー

奈良 31 21 17 18 2ー 26 33 37 53 56 70 97 103 107

せ† 25 22 2 17 22 21 25 30 32 37 42 59 59 72

和故山 42 43 ･● 33 33 43 46 53 57 58 62 74 73 84

山口県 70 65 61 64 62 55 48 60 58 62 66 80 87 9ー

岡山 87 8 83 82 84 87 日0 123 131 ー5ー 164 ー91 ー95 205

JL七++ 26 25 24 24 26 27 21 22 26 25 2JI 28 32 37

JL絹県 24 20 21 21 2ー 18 22 22 2ー 21 21 29 32 36

香川県 36 36 39 49 51 58 7 76 83 83 88 9ー 98

珪A 31 32 30 29 28 26 29 34 41 45 52 51 53 51)

苫知 45 36 一1 4ー 111 46 55 56 56 48 49 57 60

*廿 70 62 51 52 61 57 66 66 7一l 77 82 93 98 107

佐t県 41 ユ4 32 28 29 28 29 28 26 36 48 48 55

長や県 43 44 52 53 44 LI8 60 65 64 65 68 76 82 89

大分県 64 48 54 51 54 55 6ー 6ー 63 65 ー5 81 b4

熊本県 79 68 65 60 62 69 85 93 ー01 106 ー32 ー42 ー46

鹿児A県 48 49 48 40 36 37 43 55 61 67 76 90 94 94

宮崎県 27 28 29 22 24 30 30 35 42 50 48 61 62 65
沖托 145 157 169 171 172 l78 lB4 188 199

小計3 ] 1.814ー 一.678l l.633l 1.592l 1.699l t.994l 2,317l 2.609l 2.814l 21971l 3.280l 3,8881 4.0一3[ 4.323

小ftl 2.299 2.463 2.796 3.356 4.099 4.866 5.339 5.724 6.314 6.948 7.937 10,256 ー0.672 1一.l9Ll

小M2 1.714 1,758 1.892 2.134 2.680 3,255 3,785 4.271 4.672 5,t89 5.909 7,OJn 7.306 7.602

小ft3 I.814 I.678 1.633 I,592 I.699 1.994 2,317 2.609 2.814 2.971 3.280 3.888 4.043 4.323



(158) 神奈川法学第40巻第 1号 2007年 158

割合･グラフ 資料9

○割合 1949 1954 ー959 ー984 1969 1974 1979 198一t ー989 1994 1999 2004 2805 2086

東京3会 39▲5%- 41.8% 44.2% 47.4% 48.3% 48.ーヽ 46.7% 45.4% 45.8,i 46.0% 46ー3% 48▲41% 48_46% 48_42%
9会 29.4% 29_8% 29.9% 30.1% 31.6% 322% 33.1% 33_9% 33_9% 34_3% 34_5% 33.24% 33ー18% 32.88%
40会 31.1% 28.4ヽ 25.8% 22,5% 20.0% 197ヽ 20,3% 20.7% 20.4% 19十7ヽ 19.2% 18.35% 18.36% 18.70%

9会(大飯､京細､神戸､名古里､横浜､広島､福岡､仙台､札幌)

ト r _ I-I --+ 一 一一 ･r一 一一--I- → ~~~ト ト -ト - -~~l こ ...i-Itミ

L '~~ J./ _ . 40会

1949 1954 1959 1964 1969 1974 1979 1984 1989 1994 1999 2004 2005 2006
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